
繹

宗

の
教

學

嚢

達

に
」
就

て

の

伊

藤

古

鑑

(

一
)

我
が
縄
宗

の
立
敏
開
宗

せ
ら
れ
た
の
は
支
那
で
あ
る
。
支
那
に
於
て
宗
租
達
磨
大
師
が
始
め
て
灘
宗
な
る
唱
の
を

傳

へ
ら
れ
だ
と
云
ふ
け
れ
ど
竜
、
し
か
し
果
し
て
達
磨
大
師
が
麗
宗

を
開
か
れ
π
竜

の
で
あ
ら
う
か
、
更
に
達
磨
大

師
巳
前
に
瀕

つ
て
以
て
そ
の
源
泉

の
如
何
を
研
究
す
る
必
要

は
な

い
で
あ
ら
う
か
。
我
が
縄
宗

の
赫
法
血
脈
譜
よ
り

云

へ
ば
、
達
磨
大
師

は
聯
度
に
於
け
る
般
若
多
羅
愈
者

の
大
法
を
綴
承
し
、
そ
の
輩
傳
直
指
の
宗
旨
を
以
て
直
ち
に

支
那
に
傳

へ
ら
れ
禿
如
く
に
読

い
て
、
そ
こ
に
何
等
支
那
思
想

の
影
響
を
受
け
て
居
ら
な
か

っ
疫
竜
の
㌧
や
う
に
思

は
れ
る
が
、
今
こ
れ
を
史
的
立
揚
か
ら
概
察
し
て
、
今
日
行
は
れ
て
居

る
暉
宗
の
敷
學
蹄
達
に
就
て
、
そ
の
源
泉
を

支
那
佛
敏
の
敏
學
と
相
關
聯
す
る
竜

の
な
き
か
。
若
し
あ
う
と
せ
ば
如

何
な
る
關
係
に
置
か
る
ぺ
き
も
の
か
。

こ
れ

に
就
て
の
討
尋

を
此
庭

に
試
み
や
う
と
し
π
の
で
あ
る
。

(
二
)

先
づ
支
那

の
佛
敏
を
概
究
す
る
の
に
、
最
初

は
印
度
よ
う
支
那

へ
佛
敏
が
渡
來
し
π
の
で
あ
る
か
ら
、
印
度

の
経

蒲
冨
ホ
の
藪
…畢
登
達
に
就
て
(
一
)

(
一
)

1



輝
宗
の
教
學
獲
蓮
に
就
て
(
一
)

(ご
)

典
を
支
那

へ
凝
課
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
第

一
の
事
業
で
あ

つ
陀
。
そ
の
次
ぎ
に
は
そ

の
襯
鐸
し
控
経
典
を
攻
究
し
て

そ

の
内
容

の
如
何
を
知
る
と
云
ふ

こ
と
が
第
二
の
事
業
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
講
読
し
、
績

い
て
そ
れ
の
註
課
書
を

出

だ
し
、
更
に
そ

の
註
謬
書

の
是
非
を
討
究
し
、
経
典

の
深
理
を
研
鑓

す
る
と
云
ふ
や
う
に
進
ん
で
行

つ
た
竜
の
で

あ
ら
う
。
次
ぎ
に
そ
の
輕
典
の
理
論

の
み
を
徒
ら

に
研
究
す
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
で
は
満
足
さ
れ
ず
、
既
に
印
度

に

於

て
竜
實
修
方
面
が
第

一
に
行
は
れ
て
居

控
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

こ
に
そ

の
経
典

の
趣
旨
に
依
り
、
そ
れ
を
實
際
に

自
己
が
禮
験
す
る
と
云
ふ
方
面

の
考
察
が
始
ま
う
、
或
は
即

度
よ
ウ
實
修
的
の
方
法
が
傳
は
ウ
、
絡
に
は
超
凡
越
格

の
開
租
が
、
そ
の
地
㈹
出
現
し
て
、
立
教
開
宗

の
基
礎
を
築
き
上
げ
、
寧
ろ
理
論
を
離
れ
て
實
修

へ
、
縄
典

よ
め
竜

経
典
已
外
に
或
る
何
物
か
を
膿
験
せ
や
う
と
す
る
努
力
が
最
後
の
登
達
と
な
り
、
鯖
結
と
な

つ
た
も
の
で
は
な
か
ら

5
か
と
思
は
れ
る
。
故
に
我
が
灘
宗

に
於
て
竜
、
最
初
は
坐
灘
に
關
す
る
経
典
の
魏
鐸
が
第

一
で
あ
参
、
第

二
に
は

そ
れ
の
講
究
、
第
三
に
は
坐
灘
を
實
修
す
る
こ
と
が
行
は
れ
、
第
四
に
は
印
度

の
坐
灘
法
が
傳
は
う
、
第
五
に
は
正

し
く
支
那
に
於
け
る
繹
宗
の
成
立
と
云
ふ
順
序
を
辿

つ
て
居
た
竜
の
と
思

は
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
而
し
て
此
の
五
大

順
序

の
癌
劃
を
判
然
と
定
め
る
こ
と
は
出

來
な

い
に
し
て
竜
、
少
な
く
と
竜
此
の
順
序

に
依

つ
て
観
察
し
禿
方
が
適

當

な
方
法
で
は
な
か
ら
う
か
と
信
ず
る
の
で
、
今
徳
こ
の
叙
述
を
試
み
る
の
に
大
盟
に
於
て
左

の
時
代

々
々
の
教
學

登
達
を
討
尋

し
て
見
尤

い
と
思

つ
た
の
で
あ
る
。

辱

一
、
灘
経
翻
繹
蒋
代

後
澄
の
桓
帝
建
和
二
年

(皇
紀
八
〇
八
)
安
息
國
の
沙
門
安
世
高
來
朝
し
て
、
縄
藪

の
経
典
を

2



翻
諜
し
、

こ
れ
と
前
後
し
て
月
支
國
の
沙
門
支
婁
迦
畿
來
朝
し
て
、
照
維
及
び
般
若
榜
嚴
等
の
経
典
を
翻
課
せ
し

に
始
ま
る
。

二
、
藤

纒
講
讃
時
代

呉
の
赤
鳥
十
年

(皇
紀
九
〇
七
)
康
居
國
の
沙
門
康
僧
會
、
初
め
て
建
業
に
來
う
て
精
舎

を
建

て
、
『
安
般
経
註
解
』
を
著
は
し
て
藤
数
を
解
繹
し
、

こ
れ
よ
命
鞘

々
逞
れ
て
支
那
沙
門
の
始
め
な
る
朱
士
行
、
洛

陽
に
於

て
『
道
行
般
若
』
を
講
ぜ
し
に
始
裟

る
。

三
・
灘
輕
實
修
時
代

.始
め
は
藤
歎
實
修
の
傾
向
あ
う
し
が
、
終
に
鞍
叢
國

の
沙
門
鳩
摩
羅
什
、
挑
秦
の
弘
始
三

年

(皇
紀
一
〇
六
一
)
に
長
安
に
着
し
て
よ
う
課
経
に
着
手
し
、
大

に
般
若
系
の
経
論
を
始
め
灘
輕
を
翻
課
し
講
経
し

灘
{観
を
勘

む
。
ま
π
≧
れ
よ
釦
少
し
く
逞
れ
て
迦
維
羅
衛

の
沙
門
佛
駄
蹟
陀
羅
、
束
晋

の
義
熈

二
年
(皇
紀
一
〇
六
六
)

に
長
安
に
入
り
、
更
に
南
方
鷹
山
に
赴

い
て
灘
経
を
翻
課
し
講
経
し
、
大
に
灘
観
を
勧

め
ら
れ
尤
の
で
、
て
れ
等

の
門
下
は
皆
、
暉
旨
を
説
き
坐
暉
を
實
修
せ
し

に
始
唆
る
。

四
、
輝
観
傳
來
時
代

始
め
は
蘇
課
講
維
の
傍
ら
、
灘
概
を
傳

へ
し
印
度
僧
多
か
ウ
し
も
、
北
魏

の
孝
交
帝

(
在

位
二
十
八
年
髄
盟
続
=

灘
江
)
の
頃
、
西
域
の
佛
陀
灘
師
來
靱
す
る
に
及
ん
で
、
灘
観
を
傳

へ
專
ら
坐
輝
を
勧
む
。

そ
れ
よ
夢
逞
れ
て
梁
の
武
帝
普
通
年
中
(自
皇
紀
一
一
八
〇

至
皇
紀
一
一
八
六
)南
天
竺
の
達
磨

大
師
來
朝
し
て
、
翻
謬
せ
ず
講
経
せ
ず
、

ま

海
坐
灘
を
勧
あ

ず
、
眞
に
大
法
の
爲
め
に
喪
身
失
命
を
避
け
ざ
る
底
の
大
機

の
爲
め

に
の
み
直
指
輩
傳
の
宗
旨

を
傳

へ
た
る
に
始
ま
る
。

輝
…ゆ添
の
教
…學
嚢
蓬
に
就
て
(
一
)

(三
)
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輝
宗
の
教
學
護
蓮
に
歳
て
(
一
)

(四
)

五
、
藤
宗

成
立
時
代

達
磨

大
師
別
傳

の
宗
旨
を
良
く
護
持
し
て
第
六
代
に
至
φ
、
恵
能
大
師
(自
皇
紀
一
二
九
八

至
阜
紀
一
三
七
三
)
の

時
代
に
及
ん
で
、
專
ら
直
指
人
心
、
見
性
成
織
の
翼
意
を
螢
揚
し
、
支
那
上
下
の
人
心
に
深
く
食

ひ
込
ん
で
、
混

常

の
行
持
に
徹
底
せ
し
め
尤
と
云
ふ

に
始
ま
る
。

已
上
の
五
大
時
期
を
匠
劃

し
て
、
そ
の
時
代
の
形
勢
を
討
尋
し
て
見
た

い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
素
よ
う
と
れ
は

大
瞭
の
観
察

で
あ

つ
て
、
翻
繹

の
如
き
は
翻
鐸

時
代
に
限

つ
禿
竜
の
で
は
な

い
。
第

二
期

に
も
第
三
期
等
に
襯
通
ず

る
の
で
、
寧
ろ
翻
繹
が
隆
盛

に
な

つ
禿
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

臓
の
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
今

は
藤
宗
敏
學
の
螢
蓬
を

観
察
す
る
の
に
、
先
づ
始
め
の

一
百
年
間

ば
翻
課
が
專
ら
行
は
れ
た
竜
の
と
見
、
次
ぎ
の

一
百
五
十
隼
問
は
翻
課
し

π
ば
か
う
で
な
く
、
更
に
講
究
し
縄
序

を
添

へ
末
註
ま
で
書

か
れ
る
や
う
に
な

つ
陀
竜
の
と
見
、
次
ぎ
の
大
約

一
百

年
問

は
翻
謬
し
講
経
す
る
ば

か
命
で
な
く
、
寧
ろ
藤
経
所
詮

の
深
理
を
我
が
身

に
謄
瞼
せ
ん
と
し
て
傍
ら
實
修
し
π

時
代
と
見
、
次
ぎ
の
大
約
二
百
年
問
は
印
鷹
よ
ウ
麗
僑
渡
來
し
て
灘
観
を
傳

へ
、
そ
れ
を
專
ら
實
修
し
距
時
代
と
見

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
我
が
灘
宗
第
六
租
と
仰
ぐ
惑
能
大
師

時
代
よ
う
漸
く
支
那
思
想
の
有
ら
ゆ
る
特
長
を

加
味
し

支
那
上

下
に
珈馨
不
と
云
ふ
宗
旨
が
搏
播
し
禿
時
代
と
見
掩
の
で
あ
る
。

(
罵

)

先
づ
始
め
に
灘
輕
翻
課
時
代
か
ら
観
察
し
て
見
や
う
。
支
那

へ
佛
敢
の
渡
來
し
π
の
は
、
後
漢
の
明
帝
永
李
十
年

(皇
紀
七
二
七
年
)

と
去
は
れ
て
居
る
が
、
し
か
し
こ
れ
に
就
て
は
確
實
な
る
史
料
が
あ
る
謬
で
は
な

い
。
或
は
そ
れ
巳
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前
に
佛
敏
が
來
て
居

陀
も
の
か
、
或
は
そ
れ
已
後
に
佛
藪
が
渡
來
し
π
竜
の
か
判
然
し
π
之
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
云

へ
な

い
の
で
あ
る
。
唯
だ
後
代
の
歴
史
家
が
傳
説
と
し
て
、
後
漢

の
明
帝
永
李
十
年

に
迦
葉
摩
騰
、
竺
法
蘭
の
二
人

の
高
信
が
、
洛
陽
の
都

に
到
着
し
た
と
云
ふ
に
過
ぎ
漁
の
で
あ
る
。

故
に
史
實
上
に
於
て
信
用
の
出
來
る
時
代

は
、

先
づ
迦
葉
摩
騰
等
よ

り
逞
る
＼
こ
と
大
約
八
十
年
後
に
於
け
る
後
漢
の
安
世
高
、
支
婁
迦
識
の
時
代
か
ら
で
あ
ら
う

と
思
は
れ
る
。
帥
ち
安
世
高
、
支
婁
迦
識
は
共
淀
支
那
禰
諜
家
の
最
初

の
人
で
あ

つ
て
、
そ
の
翻
繹
の
纏
典
斌
現
存

し
、
そ

の
傳
記
竜
比
較
的
明
瞭

で
あ
る
か
ら
、

ζ
の
二
人
を
以
て
支
那
佛
敷
史
の
登
端
を
な
す
も
の
と
見
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
こ
れ
等

二
人
に
於
て
竜
既
に
坐
灘
に
關
す
る
輕
典
が
繹
出
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
灘
宗

の
敷

學
毅
達
も
亦
支
那
佛
敷
吏
と
其
の
登
端
を
共
に
す
る
も
の
と
思

は
な
け
れ
ば
な
ら

糧
。

支
那
に
於
け
る
謙
鐸
を
研
究
す
る
の
に
、
そ

の
翻
謬
纒
典

の
目
録
と
云
ふ
も
の
が
比
較
的
渥

い
時
代
淀
編
成
せ
ら

れ
て
居
る
の
で
、
安
世
高
な
ど
の
翻
課
に
就
て
も
何
れ
ま

で
が
眞
實

で
あ
る
か
判
然
せ
な

い
。
支
那
に
於
て
始
め
て

翻
鐸
維
典
の
目
録
が
編
成
さ
れ
だ
の
は
何
れ
の
時
代

か
不
明
で
あ
る
。
史
實

の
示
す
と
こ
ろ
で
は
『
古
経
録
』
『
蕾
経

録
』
『
漢
時
佛
経
目
録
』
『
朱
士
行
漢
録
』
等
(註
一
)
が
あ

つ
だ
と
嚢
ふ
け
れ
ど
も
、
現
存

せ
な

い
の
で
如
何
な
る
も
の

か
詳
悉
す
る
ヒ
と

は
出

來
な

い
。
現
今
に
於
て
明
瞭

に
云
は
る
べ
き
も
の
は
晋
の
道
安
の
『
綜
理
衆
経
目
録
』
一
弩
が

始
あ
で
あ
る
。
濫
安

の
傳
記
は
慧
鮫
の
『
高
僧
傳
』
第
五
に
委
し
く
出

て
居

る
が
、
彼
れ
に
依

つ
て
見
る
と
、

自
呂漢
魏
騨迄
レ晋
、
経
來
稽
多
、
而
傳
維
之
入
名
字
弗
γ読
、
後
入
追
尋
莫
γ測
鵠年
代
贈、
安
乃
総
昌集
名
目
一表
昌其
時
人
騨

調
…宗
の
教
學
嚢
蓮
に
就
て
(
一
)

(
五
)
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縄
泉
の
教
學
護
建
に
就
て
(
一
)

(六
)

詮
昌品
新
奮
一、
撰
爲
昌経
録
一、
衆
経
有
y擦
、
實
由
昌其
巧
一。
(『
大
正
藏
郷
…』
第
孟
十
艦
Ψ三
丑
二
丁
)

と
云
ふ
て
居

る
。
而
し
て
遣
安
の
編
成
し
カ
『
綜
理
衆
経
目
録
』
も
散
秩

し
て
現
存

せ
な

い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
其

の
補
修
と
も
見
ら
る
ぺ
き
も
の
が

『
出
三
臓
認
集
』
に
掲
げ
ら
れ
て
、
そ
の
原
型

の
大
膿
を
窺
知
す
る
こ
と
が
出

來

る
。
こ
の
遣
安

の
経
録
巳
後
に
は
翻
課
の
経
典
目
錬

も
次
第
に
編
成
せ
ら
れ
控
の
で
あ

る
か
ら
、
翻
鐸

の
経
名
竜
入

名
竜
確
實
に
謹
す
る
こ
と
が
出

來
る
や
う
に
な

?
π
繹
で
あ
る
。
(
融
二
)

い
ま
安
世
高
の
翻
課
経
典

に
關
し
て
は
、
僧
肪
の
『
出
三
藏
記
集
』
第
二
に

「
右
三
十
四
部
、
凡
四
十
巻
。
漢
桓
帝

時
、
安
息
國
沙
門
安
世
高
所
呂謬
出
軸」
(『大
正
藏
縄
』
第
五
+
五
巻
六
丁
)
と
云
ふ
て
、
そ
の
翻
課
脛
典
の
名
目
を
列
ね
て
居
る

が
、
そ
の
中
、
坐
藤
に
關
す
る
経
典
と
し
て
は
、

一
、
『
安
般
守
意
経
』
一
霧
鍛
騰
癒
ふ

二
、
『
陰
持
入
経
』
一
巻

三
、
『
大
十

二
門
経
』
一
魅

四
、
『
小
十

二
門
纏
』
一
巻

五
、
『大
雛

経
』二
轟

灘

獣
鱗

羅

修

山ハ
、
『
大
安
…般
纏
』
一
巻

七
、
,
『
思
惟
輕

』
一
巻

戯
黙
蘭
惟
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八
、
『
灘
行
法
想
纏
』
一
巻

の
八
部
九
巻
を
爆
げ
て
居

る
。
し
か
し
第
六
の
『
大
安
般
纏
』
は
『
小
安
般
繋
註
解
』
と
云
ふ
て
、
現
藏

本
で
は
第

一
の

『
安
般
守
意
経
』
に
當

つ
て
居
る
の
で
、
別
の
麗
経
で
は
な

い
か
ら
、
實
際
に
於
て
は
七
部
八
巻

の
灘
経
を
翻
繹
し
控

も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
然
る
に
安
世
高

の
翻
諜
経
典
に
は
種

々
な
る
異
説
が
あ

っ
て
、
費
長
房
の

『
歴
代

三
寳
記
』
第
四
に
は

一
百
七
十
六
部

一
百
九
十
七
巻
を
列
ね
、
澄
宣

の
『
大
唐
内
典
録
』
第

一
、
靖
悪

の

『
古
今
謬
脛

圖
記
』
第

一
竜
同
じ
く
費
長
房

の
説
を
受
け
緩

い
で
居
る
が
、
し
か
し
費
長
房

の
説
は
翼
備
の
差
別

を
見
ず
し
て
、

唯
だ
徒
ら
に
多
く
の
経
名
を
列
ね
忙
と
云
ふ
の
み
で
到
底
信
ず

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
故
に
智
昇
は
『
開
元
繹
敷
録
』

第

一
に
於

て
大
に
捌
正
し
、
九
十
五
部

一
百
十
五
巷

に
減
じ
て
居
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
と
て
も
全
部
を
信
ず
る
諜
に

は
行
か
澱
。
そ

の
中
に
於
て
灘
脛
に
關
係
あ
る
竜
の
を
墨
げ

る
と
全
部
で
十
三
部

二
十

一
翁
あ
る
。
.前

の

『
出
三
藏

記
集
』
第
二
の
七
部
八
巻

の
外
に

一
、
『
職
…行
三
十
七
経
』
一
管
賊
鶴
嚇
鱒

二
、
『
五
門
藤
要
用
法
纏
』
一
巻
麹
馴
獺

三
、
麗

纏
』
二
巻
誰

羅

四
、
『
藤
定
方
便
次
第
法
纏
』
一
巻
槻
娠

五
、
『
縄
法
経
ヒ

巻
観
鰻

縄
魯
不
の
…教
學
議
達

に
就

て
(
一
)

(
七
)

7



騨
宗
の
…教
學
護
達
に
就
て
(
一
)

(八
)

六
、
『
修
行
道
地
経
』
七
巻
鍼
翫
蜷
脚
灘
獄
駈
顯
雛
暫
鮒
膿
縢
鱒
元

を
加

へ
て
居
る
や
う
に
思
ふ
。
(註
三
)

か
く
の
如

く
安
世
高
に
は
十
三
部
二
十

一
巻
の
灘
輕
が
あ
る
と
傳

へ
て
居

る

が
、
そ
の
中
、
現
存
す
る
も
の
は
『
安
般
守
意
纒
』
『
陰
持
入
纒
』
『
慰
地
繧
』
『
灘
行
法
想
繧
』
『
藤
行
三
十
七
晶
輕
』
の
五

部

の
み
で
あ

つ
て
、
こ
れ
等
は
悉
く
『
大
正
藏
経
』
第
十
五
巻

に
牧

め
ら
れ
て
居
る
。

(
四
)

次

に
安

世
高

の
灘
経
に
就
て
思
想
の
大
膿
を
窺

つ
て
見
る
な
ら
ば
、
彼
れ
は
小
乗
學
者
で
あ

つ
て
小
乗
灘
に
厩
す

べ
き
入
と
云
は
ね
ば
な
ら

諏
。
『
高
僧
傳
』
に
於
て
竜
、

博
瞬
昌経
藏
贈、
尤
精
昌阿
砒
曇
學

、
誠
昌持
輝
経
"、
備
審
臨其
妙
一。
(『
大
正
藏
纒
』第
五
+
巻
三
二
三
丁
)

と

云
ひ
、

ま
拠
遣
安
の
『
安
般
注
序
』
に
も

博
聞
稽
古
、
特
罫

阿
既
曇

、
學

其
所
出
甕

、
灘
歎
最
悉
。
(『
大
正
藏
纒
』第
五
+
五
巻
四
三
丁
)

と
云
ひ
、
そ

の
翻
謬

の
経
典
よ
り
考

へ
て
小
乗
阿
砒
曇
學
者
な
る
こ
と
を
知

り
、
そ

の
灘
輕
も
悉
く
小
乗
灘
に
驕
し

灘
数
を
良
く
し
た
人
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
而
し
て
其
の
思
態
内
容
を
翻
繹
の
顧
輕
に
就

て
考

へ
て
見

る
と
、
先

づ
『
灘
行
法
想
経
』
と
『
灘

行
三
十
七
晶
纒
』
と
は
極
め
て
小
紹
で
あ

つ
て
内
容
を
槍
討
す
る
ま
で
竜
な

い
。

『
陰
持
入

経
』

は
二
巻

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
始
め
は

一
巻

で
あ

つ
た
竜
の
を
後
に
開

い
た
ま
で

Ψ
、

こ
れ
娑
疫

一
小
輕
に
過
ぎ

澱
。
そ

の
内
容
は
五
陰
假
和
合
の
人
身
の
深
病

π
る
非
常
、
苦
、
塞
、
非
身
な
る
こ
と
を
種

々
な
る
方
面
よ
り
説

い

●
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て
、
そ
れ
を
匡
救
す
る
法
門
を
種

々
に
雑
詮
し
π
も

の
で
あ
る
。
帥
ち
渣
安

の
『
陰
持
入
纏
序
』
が
『
出
三
藏
記
集
』
第

六
に
載
せ
て
あ
る
。
そ
れ

に
依

つ
て
見
る
と
、

陰
入
之
弊
人
莫
γ知
γ苦
、
是
故
先
聖
照
以
昌止
観
一、
陰
結
日
損
成
昌泥
漉
品
一、
β

非
γ知
γ機
、

其
銑
能
與
"於
些

乎
、

從
γ首
至
昌干
九
絶
嘗、
都
是
四
十
五
藥
也
云
々
(『
大
正
藏
経
』第
霞
+
五
巻
四
四
丁
)

と
云
ふ
て
居
る
。
し
か
し
安
世
高
所
謬
の
灘
維
に
於
て
特
に
主
要
な
る
竜
の
と
云
は
る
ぺ
き
も

の
は
淺

り
の
二
経
帥

ち
『
安
般
守
意
経
』
と
『
道
地
脛
』
と
で
あ

つ
て
、

こ
れ
に
依

つ
て
委

し
く
其
の
思
想
内
容
を
港
察
し
て
見
や
う
。
先
づ

『
安
般
守
意
経
』
に
就
て
『
小
安
般
経
』
と
『
大
安
般
纏
』
と
あ
る
か
の
如
く
云
ふ
て
居
る
が
、

こ
れ
は
安
燈
高
所
謬
の
本

文

の
み
を
『
小
安
般
脛
』
と
云
ひ
、

こ
れ
に
勢
し
て
康
僧
會
が
註
し
た
も
の
を
加

へ
て
『
小
安
般
鍵
註
解
』
と
稻
す
る
竜

の
を
『
大
安
般
経
』
と
去
ふ
控
竜
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
経
も
始
め
は

一
霧
で
あ

つ
控
も
の
を
後
ち
に

は
こ
巻
に

開

い
π
も
の
で
、
『
大
正
藏
経
』
に
竜
『
大
安
般
守
意
纒
』
二
巻
と
な
つ
て
牧

め
ら
れ
て
居

る
が
、
し
か
し
現
今
で
は
康

信
會

の
『
註
解
』
と
混
同
し
て
、

何
れ
懐
で
が
安
世
高
の
課
経
の
本
文
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。
而
し
て
其

の
混
同
し

π
の
は
絵
程
久
し

い
も
の
で
、
繧
録
に
依

つ
て
見
て
竜
『
小
安
般
兼
註
解

』
を
直

ち
に
『
大
安
般
守
意
纒
』
と
云
ひ
、
現

今
の
経
と
な

っ
て
居
る
や
う
に
思
ふ
。
現
今
の
経

の
巻
末
に
、

此
経
按
謹維
首
序
.、
及
見
昌纏
文
一、
似
昌是
書
者
之
錯
騨、
経
註
不
γ分
而
蓮
者
也

、
義
當
γ節
弼
註
y之
、

然
独
牲
多
有
旨

不
可
分
腱
一、
故
不
昌敢
檀
ヲ節

、
以
遺
昌後
賢
"焉
。
(『大
正
藏
経
』第
+
五
巻
一
七
三
了
)

輝
宗
の
教
學
嶺
蓮
に
就
て
(
一
)

(九
)
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輝
出示
の
教
學
慶
達
に
…就
て
(
一
)

(
一
〇
)

と
云
ふ
て
あ
る
の
を
見
て
竜
、
経
と
註
と
が
混
同
し
て
居
る
の
を
知
る
こ
と

が
出
來
る
。
輕
題

の
安
般
守
意
と
は
如

何
な

る
意
味
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
経
文
に
は
種
々
な
る
方
面
か
ら
分
別
し
て
読
明
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
要
す
る
に

念
安
般
と
か
安
般
念
と
か
云

へ
る
意
味
と
同
じ
で
、
安
般
を
具
き
に
云

へ
ば
安
那
般
那
と
云

ひ
、
阿
那
般
那
、
阿
那

波
那
と
竜
書
き
、
或

は
阿
那
阿
波
那
と
竜
書

い
て
居
る
。
鐸
し
て
入
息
出
息
と
云
ふ
べ
き

で
、
経
文
に
竜
、

何
等
爲
γ安
、
何
等
爲
レ般
、
安
名
爲
天

息
"、
般
名
爲
隅出
息
聯。
(『
大
正
藏
聾

第
+
五
巻
=
ハ
五
丁
)

と
云
ふ
て
居
る
。
帥
ち
行
者
が
入
息
撮
息
を
歎

へ
て

一
よ
φ
十
に
至
釦
、
反
復
藪
息
し
て
散
観
の
心
を
調
停
し
灘
定

に
入
る
こ
と
を
云
ふ
の
で
あ

つ
て
、
五
停

心
観

の
中

の
歎
息
観
に
當

つ
て
居
る
。
而
し
て
≧
の
歎
息
観

は
小
乗
教
に

於
け
る
十
念
の

一
に
歎

へ
ら
れ
、

こ
の
十
念

は
決
し
て
甲
乙
な
く
、
念
佛
、
念
法
、
念
僑
、
念
戎
、
念
施
、
念
天
、

念
休
息
、
念
安
般
、
念
身
非
常
、
念
死
の
十
念
勝
劣
な
く
、
共
に
行
者
の
意
樂
に
任
せ
て
、
そ
の

一
を
所
入
の
門
と

し
て
久

々
に
修
習
せ
ぱ
、
必
ず
浬
梨

の
聖
果
に
到
る
竜
の
と
説

い
て
居

る
。
(註
四
)

け
れ
ど
竜
其
の
中
、
特
淀
第
八

の
歎
息
観
と
第
九
の
不
浮
観
と
に
重
き
を
置
き
、

こ
れ
を
以
て
二
甘
露
門
と
推
漿
す
る
や
う
に
な

つ
た
。
即
ち

『
雑

阿
砒
曇
心
論
』

一
、
序
品
に
、

入
・佛
法
中
・爲
・昔
露
門
・、
謂
不
澤
観
及
安
般
念
、
彼
不
澤
観
者
観
・造
色
"、
安
般
念
者
観
昌四
大
・。
惰
欺
齪
臓
襯
)遜

　

と
云
ひ
、
ま
た
『
倶
舎
論
』
第

二
十
二
に
も
、

論

日
、
正
入
レ修
門
要
者
有
γ二
、

一
不
浮
観
、
二
持
息
念
、
誰
於
昌何
門
一能

正
入
『修
、
如
γ次
鷹
ビ
知
、
食
尋
増
者
、
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馬

謂
貧
猛
盛
歎
現
在
前
、
如
γ是
有
情
名
昌貧
行
者
"、
彼
親
昌不
浮

、̀
能

正
入
び修
、
尋

多
観
ぴ
心
名
昌尋
行
者
一、

彼
依
鋸息

念
一能

正
入
ヴ修
。
(『
大
正
藏
脛
』
第
二
+
九
巻
=

七
丁
)

と
云
ふ
て
居
る
が
、
惟
ふ
に
安
般
守
意
は
繹
奪
出
世
巳
前
よ
り
外
道
の
實
修
し
π
入
定
の
好
方
便

で
あ
う
、
不
澤
観

は
小
乗
敏
の
厭
世
思
想
を
最
も
良
く
詮
表
し
π
観
法
で
あ
る
か
ら
、
特
に
此
の
二
甘
露
門
を
依
用
し
た
も
の
で
あ
ら

う
。
而
し
て
此
の
安
般
守
意

に
も
素
よ
ウ
外
遣
と
佛
敷
と
の
相
違
あ
り
、
佛
敷

に
於

て
竜
小
乗
と
大
乗
と
の
用
心
に

大
に
相
違
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
詳
悉
せ
ん
と
要
す
る
も
の
は
、
『
増

一
阿
含
経
』
第

一
及
第
二
十
九
、
『
大
眺
婆

沙
論
』

第
二
十
六
、
『
倶
舎
論
』
第
二
十
二
、
『
灘
波
羅
密
次
第
』
第
五
、
『
摩
詞
止
観
』
第
八
等
に
依

っ
て
知
る
べ
き
で
あ
る
が

今

は
『
安
般
守
意
経
』
に
依

っ
て
大
禮
を
窺

つ
て
見
る
と
、
そ

の
内
容
は
極
め
て
繁
難

で
あ

つ
て
義
門
紛
謝
、
却

つ
て

思
想

の
矛
盾
も
往

々
に
し
て
あ
φ
、
未
だ
纒

つ
禿
竜
の
と
は
云

へ
澱
が
、
要
は
小
乗
の
数
息
観
と
不
漂
観
と
に
依

つ

て
、
次
第
に
淺
よ
り
働深
に
藤
定
三
昧
に
到

る
こ
と
を
読

い
て
居

る
。
帥
ち
康
僑
會

の
序

文

に

示

し
て
居

る
如
く
、

(註
五
)

息
を
歎

へ
て

一
よ
り
十
に
至
少
、
十
歎
誤
ら
ず
、
小
定
三
日
、
大
定
七
日
、
寂

と
し
て
他
念
次
く
、
柏
然
死

す
る
が
如
く
に
し
て
初
紳
に
入
う
、
更
に
垢
濁
を
滑
滅
し
て
、
心
稽
々
清
澤
な

る
を
二
灘
と
な
し
、
爾
ほ
行
寂
止
意

こ
れ
を
鼻
頭
に
懸
く
る
を
第
三
灘
と
な
し
、
終
に
頭
よ
φ
足
に
至
つ
て
、
反
覆
微
察
し
て
第
四
灘
に
到
る
こ
と
を
明

し
て
居
る
。
而
し
て
常

に
小
乗
灘
に
読
く
六
妙
門
、
十

六
持
勝
の
設
も
出

て
居
る
。
ま
π
三
十
七
科
の
撹
品
竜
暴
げ

て
居
る
が
、
し
か
し
後
世
に
翻
課
せ
ら
れ
た
縄
経
の
如
く
内
容

は
整
然
と
し
て
は
居

ら
な

い
け
れ
ど
竜
、
兎
に
角
、

照
…宗
の
教
學
螢
蓬
に
一就
て
(
一
)

(
一
一
)
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暉
宗
の
勘叡
學
襲
蓬
に
就
て
(
一
)

(
一
二
)

数
息
親
の
大
要
は
窺
ふ

こ
と
が
幽
來

る
。
要
す
る
に
呼
吸

は
緩
孜
ら
ず
急
な
ら
ず
、
そ
の
中
を
得

る
や
う
調
適
し
て

一
よ
う
十
を
歎

へ
し
む
、
十
息
を
歎

へ
て
其
の
精
神

の
凱
れ
ざ
る
を
澤
息
と
云
ひ
、

こ
の
澤
息
を
以
て
初
灘
乃
至
第

四
灘

に
、
漸
次

に
灘
魏
を
進
め
で
、
藪
息
、
相
随
、
止
観
、
選
津
と
、
終
に
は
温
薬

の
聖
呆
に
到
る
と
説

い
尤
竜
の

で
あ
る
。

(
五
)

次

に
『
渣
地
纏
』
に
就
て
云

へ
ば
、
そ
の
撰
號
に
於
て

「
天
竺
須
頼
墾
・國
三
藏
偲
伽
羅
刹
、
漢
言
衆
講
造
、
後
漢
安

息
國
三
藏
安
燈
高
繹
」
(『
大
正
藏
纒
』第
+
五
巻
二
三
〇
丁
)
と
云
ふ
て
居

る
。
帥
ち
天
竺

の
僑
伽
羅
刹
、
繹
し
て
衆
護

三
藏

と
云
ふ
の
が
編
纂
し
控
も
の

＼
や
う
に
思
は
れ
る
。
而
し
て
此
の
僑
伽
羅
刹
と
云
ふ
の
は
俗
伽
羅
叉
と
竜
云
ふ
て
、

他
に
『
僧
伽
羅
刹
所
集
輕
』
三
巻
を
竜
撰
違
し
て
居
る
。
『
俗
伽
羅
刹
所
集
経
』
に
加

へ
ら
れ
て
居
る
道
安
の

『
櫓
伽
羅

刹
経
序
』
(註
六
)

に
依

つ
て
見
る
と
、

僧
伽
羅
刹
者
、
須
刺
國
人
也
、
佛
去
γ世
後
七
百
年
生
昌此
國
一、
出
家
學
濫
遊
藪

諸
郵

、
至
翻健
陀
越
士
輔、
藪
陀
尉

賓

王
師
焉
、
高
明
絶
世
多
所
翻述
作
一、
此
土
修
行
経

大
溢
地
輕
、
其
所
γ集
也
云

々

(『大
正
藏
縄
』第
五
+
盃
巻
七
一
丁
)

と
去
ふ
て
居
る
。
筒
ほ
委

し
き
謬
謹
は
『
國
課

一
切
経
』
本
縁
部
第
九
に
『
曾
伽
羅
刹
所
集
輕
』
の
國
繹
を
墨
げ
、
常
盤

博

士
が
解
題
に
試
み
ら
れ
て
居
る
が
、
要
す

る
に
僧
伽
羅
刹
は
佛
滅
後
七
百
年
頃
の
出
世
で
あ

つ
て
、
か
の
大
乗
佛

敷
の
創
唱
者
と
云
は
れ
て
居
る
馬
鳴
菩
薩
と
同
じ
く
、
大
月
氏
國
王
迦
賦
色
迦
の
外
護

を
受
け
、
大
に
敏
線
を
張

つ
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た
人
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
思
想
内
容
は
未
だ
小
乗
よ
釦
大
乗

へ
移
ら
ん
と
す

る
時
代
で
あ
る
か
ら

『
修
行
道
地

纏
』
と
云
ひ
『
僧
伽
羅
刹
所
集
経
』
と
云
ひ
、
共
に
大
乗
的
の
色
彩

に
は
乏
し

い
も
の
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。
(註
七
)

こ
の
『
遣
地
経
』
に
は
西
晋
の
竺
法
護
が
翻
……諄
し
カ
『
修

行
遣
地
纒
』
七
巻
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
三
十
晶
あ
る
が
、

前
の
六
巻
二
十
七
品
は
小
乗
繹
、
第
七
巻
三
品

は
大
乗
灘
に
屡
す
る
魍
経
と
見
ら
る
、
の
で
、
そ
の
思
想
内
容
が
突

如

と
し
て
相
違
し
て
居

る
か
ら
、
第
七
巻
三
品
は
竺
法
護
の
翻
課

に
あ
ら
ず
し
て
、
後
に
加
増
し
禿
も
の
と
云
は
な

け
れ
ば
な
ら
漁
。
(
誰
八
)

・而
し
て
安
世
高
所
謬

の
『
遣
地
維
』
の
内
容
は
七
品
あ

つ
て
、
竺
法
護
斯
鐸
の
七
魅
本
に
遡

比
す

る
と
、
第

一
巻
の
初
五
品
と
、
第

二
十
二
品
と
、
第
二
十
四
品
と
の
七
品
に
相
當
す
る
の
で
、
素
よ
り
其
の
思

想
内
容

は
小
乗
暉
に
属
す
べ
き
竜
の
で
あ
る
。
裟
た
安
世
高
に
は
七
巻
の
『
修
行
道
地
経
』
あ
る
か
の
如
く

『
開
元
繹

敷
錬
』
に
は
列
ね
て
居

る
け
れ
ど

毛
、
こ
れ
は
疑
ふ
べ
き
絵
地
が
多

い
。
荷
ほ
此
の
『
滋
地
纒
』
に
就
て
云
ふ
べ
き

こ

と
は
多

々
あ
る
が
、
今
は
略
し
、
唯
だ
安
世
高
所
鐸

の

一
巻
本

の
み
に
就
て
其

の
思
想
内
容
を
窺

つ
て
見

る
と
、
現

世
の
迷
界
な
る
相
状
を
読

い
て
、
無
常
、
苦
、
無
我
、

不
浮
な
る
之
と
を
示
し
、
五
陰
假
和
合
で
あ
る
か
ら
、
自
我

と
し
て
認
む
べ
き
確
實
性
が
な
く
、
五
十
五
事
の

一
々
が
皆
塞
無
常
に
し
て
厭
離
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
示
し
、
此

虜

に
修
道
の
必
要
、
解
脱
の
欲
求
と
し
て
灘
定
を
読
き
、

之
れ
を
止
と
概
と
の
二
方
面

よ
ウ
説

い
て
、
眞
に
解
脱

へ

趣
く
灘

定
と
し
て
は
歎
息
観
と
不
浮
観
と
で
あ
る
が
、
特
に
此
の
経
に
於
て
は
不
浮
襯
を
力
読
し
、
漸
次

に
進
修
し

て
初
灘
乃
至
四
灘
に
至
φ
、
種

々
孜
る
神
攣

不
思
議
の
自
在
紳
力
を
獲
得
す
る
之
と
が
出
來
る
と
説
明
し
禿
竜
の
で

輝
宗
の
…教
墨
礎
蓬
に
就
て
(
一
)

(
一
三
)
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藤
宗

の
教
學
嚢
達

に
就

て
(
一
)

(
一
四
)

あ
る
。

已
上
に
於
て
安
世
高
所
鐸
の
注
意
す
べ
き
二
経

に
就
て
大
膿
を
読
明
し
來

つ
た
の
で
あ
る
が
、
今
更
に
其
の
思
想

内
容
を
概
論
す
る
な
ら
ば
、
『
安
般
守
意
経
』
は
敷
息
観
を
力
説
し
、
『
道
地
経
』
は
不
澤
観

を
高
唱
し
て
居
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
源
は
小
乗
の
十
念
と
か
五
停
心
観
か
ら
出

て
居
る
の
で
、
そ
の
中
、
特
に
重
要
な
る
二
甘
露
門
を
摘
禺

し
て
灘
観
の
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
十
念
の
名
目
は
前
既
に
述
べ
泥
の
で
あ
る
が
、

五
停
心
観

の
名

目

は
不
浮
観
、
慈
悲
観
、
歎
息
槻
、
因
縁
観
、
念
佛
観

の
五
種
で
あ

っ
て
、
(註
九
)

次
ぎ
の
如
く
多
貧
、
多
瞑
、
多

散
、
愚
擬
、
著
我
の
病
弊

を
封
治
す
る
竜

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
此
の
五
種
の
観

法
は
十
念
と
同
じ
く
、
必
ら
ず
し

も
全
部
を
修
す
る
必
要
な
く
、

心
病
に
鷹
じ
て
其
の

一
門
に
入
釦
、
而

か
竜
観

法
の
良
う
し
き
を
得
ぱ
、
そ

の

一
門

を
以

て
最
極
究
覧
の
解
脱
位

に
到
達
す
る
こ
と
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
故
に
今
の
安
世
高
所
鐸

の
二
纏

に
於
て
竜
、

一
は
藪
息
観

を
力

読
し
、

輔
は
不
浄
観
を
高
唱
し
て
、
坐
灘
観
法
の
初
入
を
示
し
尤
竜
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。

而
し
て
此
の
歎
息
観
、
不
澤
観
ぼ

素
よ
う
小
乗
縄
に
屡
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
其
の
読
明
の
如
何
に
依

つ

て
は
大
乗
輝
と
竜
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
即

ち
最
極
究
覧
の
解
脱
位
に
は
小
乗
大
乗
の
差
別
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
に
到
遠
す

る
爲
め
の
手
段
と
し
て
、
歎
息
観
と
か
不
浄
観
と
か
云

へ
る
形
式
を
取
る
の
で
、
そ
の
形
式
に
は
本
來

大
乗
も
小
乗
も
な

い
。
唯
だ
其
の
差

別
を
立

つ
る
の
は
其
の
内
容

に
關
し
て
讐
あ

る
。
内
容
の
法
門
が
大
乗
的
で
あ

れ
ば
大
乗
縄
と
な
り
、
小
乗
的

で
あ
れ
ば
小
乗
灘
と
云
ふ
の
み
で
あ
る
。
故
に
今
之
の
安
世
高
所
課

の
二
経
に
内
容
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の
法
門
が
共
に
小
乗
的
で
あ
る
か
ら
小
乗
暉
で
あ

つ
て
、
所
入
の
形
式
π
る
歎
息
観

竜
不
浮
観
も
共

に
小
乗
的
に
見

な
け
れ
ば
な
ら

蹟
o

(
六
)

支
那
翻
諜
家
の
最
初

の
人
と
し
て
安
世
高
の
鐸
経
を
述
べ
、
そ

の
思
想
の
大
膿
を
窺

つ
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

こ

の
安
世
高
は
後
漢

の
桓
帝
建
和
二
年

(皇
紀
八
〇
八
)
に
安
息
國
よ
壷
錫
を
振

つ
て
洛
陽
に
來
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

こ

れ
を
殆
ん
ど
同
時
代

に
月
支
國
よ
ウ
支
婁

迦
識
が
洛
陽
に
來
禿
の
で
あ
る
。
そ
の
入
洛
の
年
代
を
安
世
高
よ
り
巳
前

と
す
る
読
と
已
後
と
す
る
説
と
の
二
者
あ
る
も
、
殆
ん
ど
同
時
代
に
し
て
、
多
く
を
隔
て

、
居

る
も
の
で
は
な

い
。

隠
し
て
支
婁
迦
識

の
翻
鐸
経
典
に
就
て
云

へ
ば
、
『
出
三
藏
記
集
』
第
二
に
は
十
三
部
二
十
七
巻
、
『
開
元
繹
敷
録
』
に

は
二
十
三
部
六
十
七
巻
と
な

つ
て
居

る
が
、
そ

の
中
に
於
て
坐
灘

に
關
す
る
経
典
は
『
般
舟
三
昧
纒
ヒ

巻

を

『
出
三

藏
記
集
』
に
載
せ
、
更

に
『
灘
経
』
一
巻
を
『
開
元
繹
敏
録
』
に
加

へ
て
居
る
。
而
し
て
『
暉
輕
』
は
散
侠

し
て
見
る
こ
と

は
出
來
な

い
が
、
『
般
舟
三
昧
維
』
に
至

つ
て
は

一
巻
本
と
三
巻

本
と
を
共
に
『
大
正
藏
経
』
第
十
三
巻

に
股

め
て
居
る
。

『
出
三
藏
記
集
』
に
は

一
巻

本
の
み
を
暴
げ
、
『
開
元
繹
…教
録
』
に
は
二
者
共
に
爆
げ
て
居
る
が
、
そ
の
中

の

一
巻
本
は

闘
本
部
に
入
れ
て
居
る
か
ら
、
或

は
現
藏
本
の

一
巻
本
は
支
婁
迦
識

の
翻
謬
で
は
な

い
か
竜
知
れ
諏
。

し
か
し
其
の

内
容
は
三
巻
本
の
十
六
品

の
中
に
於
て
、
第

一
第
ご
第
三
第
四
第
六
第
八
第
十
三
第
十
五
の
八
品
を
列
謬
し
て

一
巻

本
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
別
の
内
容
で
は
な

い
。
経
題
の
般
舟

三
昧
と
は
如
何
な

る
意
味
で
あ
る
か
と
去
ム
に
、

灘
集
の
級
趨
・護
蓮
κ
就
て
(
一
)

(
一
五
)

15



粗騨
心ホ
の
…教
臨
7護
ぬ達
に
就
て
(
一
)

(
一
六
)

般
舟
と
は
佛
立
と
課
す
べ
き
で
、

こ
の
般
舟
三
昧
を
行
ず
る
と
き

に
は
三
千
十
方
の
諸
佛
が
現
前
す
る
と
申
し
て
居

る
。
『
大
集
賢
護
経
』
に
は
恩
惟
諸
佛
現
前
三
昧
と
竜
云

ひ
、
或

は
常
行
道
と
竜
云

ひ
、
天
台
の
四
種
三
昧
の
中
の
常

行
三
昧
と
云
ふ
の
竜

之
れ
か
ら
出
て
居

る
。
委

し

い
こ
と
は
『
摩
詞
止
槻
』
第
二
に
読
か
れ
て
居

る
が
、
そ

の
源
は
矢

張
ウ
小
乗
の
玉
停
心
観
か
ら
出
て
居
る
竜
の
と
思
ふ
。
・即
ち
五
停

心
観

の
中
の
念
佛
観
を
大
乗
的
に
高
調
し
て
、
終

に
は
念
佛
三
昧
に
進
ん
で
行

っ
禿
竜
の
で
、
灘
観
と
云
ふ
よ
う
竜
寧
ろ
念
佛
門
に
關
係
す
る
と
≧
う
が
多

い
か
ら
、

今

こ
＼
で
委
し
く
説
明
す

る
必
要
も
な

い
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
支
婁
迦
識

の
融
課
の
中

に
於
て
、
我
が
藤
宗

敏
學
の
登
達

に
關
係
あ
る
竜
の
は
何
で
あ
ら
う
か
と
云
ム
に

先
づ
『
般
若
遣
行
纏
』
十
巻
と
『
首
携
嚴
経
』
二
雀
と
が
最
竜
主
要
な
竜
の
で
、
『
出
三
藏
記
集
』
『
開
元
繹
敷
録
』
を
始
め

諸
録
等
し
く
載
せ
て
支
婁
迦
識
課
と
し
て
居
る
。
而
し
て
此

の
『
遽
行
般
若
経
』
は
『
大
正
藏
経
』
第
八
巻
に
現
存
し
、

『
首
携
嚴
脛
』
は
梁
代
既
に
闘
本
に
な

つ
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
後
代
の
異
鐸
本
が
現
存
し
て
居
る
か
ら
其

の

思
想
内
容
は
充
分
に
知

る
こ
と
が
出

來
る
。
帥

ち
支
婁
迦
識

は
安
世
高
の
思
想
と

は
大

に
相
違
し
て
、
大
乗
思
想
を

始

め
て
支
那
淀
傳
來
せ
し
め
た
人
で
あ
る
。
大
乗
の
中
に
於
て
も
般
若
思
想
は
特
に
塞
理
を
説

い
た
も
の
で
、
そ
の

當
時
、
支
那
に
於

て
は
老
荘
の
學
が
非
常
に
熾
ん
で
あ

つ
だ
爲
あ

に
、
そ
れ
を
近
似
せ
る
般
若
思
想
は
大

に
支
那
人

の
理
會
す
る
と

こ
ろ
と
な

つ
尤
も
の
で
あ
ら
う
。
支
婁
迦
識

の
思
想
は
其
の
先
騙
を
な
し
、

そ
れ
よ
ゐ
巳
後
績

々
と

し
て
般
若
思
想

の
翻
課
が
出
た
の
で
あ
る
。
即
ち
挑
秦

の
鳩
摩
羅
什
三
藏

の
時
代
に
至
る
翻
鐸
家
を
器
げ

る
な
ら
ば
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『
大
品
般
若
』
に
於
て
は
竺
法
護
の
『
光
讃
般
若
波
羅
密
多
経
』
十
雀
、
無
羅
叉
の
『
放
光
般
若
波
羅
密
多
経
』
二
十
巻
が

あ
る
。
『
小
品
般
若
』
に
於
て
は
支
婁
迦
識
の
『
道
行
般
若
波
羅
密
多
経
』
十
巻
、
竺
佛
朔
の
『
道
行
経
』
一
巻
、
支
謙
の

『
大
明
度
無
極
維
』
六
巻

、
康
信
會

の
『
呉
品
経
』
五
巻
、
竺
法
護

の
『
小
品
経
』
七
巻

、
衛
士
度

の

『
摩
詞
般
若
波
羅
密

遣
行
経
』
ご
巻
、
砥
多
密
の
『
大
智
度
経
』
四
巻
、
曇
摩
蝉

の
『
摩
詞
般
若
波
羅
密
鋤
経
』
五
巻
が
あ
る
。
『
濡
首
般
若
』

に
於
て
は
嚴
佛
調
の
『
浄
分
衛
経
』
二
巻

が
あ

つ
た
の
で
、
如
何
に
般
若
思
想
の
翻
謬
が
旺
盛
で
あ

つ
π
か
を
知
る
こ

と
が
出
來
る
。
ま
禿
『
首
娚
嚴
経
』
に
於
て
は
支
婁
迦
識
課
の
外
に
、
支
謙
の
『
方
等
首
携
嚴
維
』
二
巻
、
自
延

の

『
首

榜
嚴
脛
』
二
巻
、
竺
法
護
の
『
勇
伏
定
経
』
二
巻
、
竺
叔
蘭

の
『
首
樗
嚴
纏
』
二
巻
等
の
翻
繹
が
あ

つ
た
が
、
今
は
何

れ

も
散
侠

し
て
、
後
代
に
翻
課
せ
ら
れ
た
鳩
羅
什
諜
の
み
が
『
大
正
藏
経
』
第
十
五
巻
に
牧

め
ら
れ
て
居

る
。

こ
の
首
携

嚴
経
は
『
首
樗
嚴
三
昧
経
』
と
云
ふ
て
、
我
が
灘
宗

に
於
て
用
ゆ
る
『
首
榜
嚴
経
』
十
巻
と
は
其
の
内
容
を
異
に
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
或
は
十
巻
本
を
以
て
支
那
備
輕
と
な
し
、
『
首
携
嚴
三
昧
経
』
に
依

つ
て
製
作
せ
ら
れ
セ
か
の
如
く
云

ふ
読

(註
+
)
竜
あ
る
が
、
兎
に
角
十
巻
本
は
密
敷
的
で
あ

つ
て
、
今
の
『
首
樗
嚴
三
昧
経
』
は
般
若
思
想
を
高
唱
し
π

竜

の
で
あ
る
と
思
ふ
。

此
の
如
く
支
那
佛
敷
の
初
期
に
於
て
は
盛
ん
に
般
若
思
想
の
経
典
が
畿
鐸
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
或
は
『
維
摩
経
』

如
き
竜
、
般
若

の
塞

の
思
想
を
維
摩
居

士
と
云

へ
る
在
家

の
菩
薩

に
依

つ
て
力
読
し
だ
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
経

の

翻
鐸
竜
嚴
佛
調
、
支
謙
、
竺
法
護
、
竺
叔
蘭
、
砥
多
蜜
等
が
鳩
摩
羅
什
巳
前
に
あ

つ
た
の
で
、
如
何
に
般
若
思
想
が

縄
宗
の
教
閏學
議
達
に
就
て
(
一
)

(
一
・七
)
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輝
宗
の
敏
畠
・鰻
建
に
就
て
(
一
)

{
一
八
ψ

支
那
人
の
問

に
理
會
さ
れ
た
か
を
充
分
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
ま
遊
.

こ
め
時
代
に
於
け

る
灘

繧
の
翻
繹
竜
決
し
て
衰

へ
禿
と
云
ふ
の
で
は
な

い
、
支
曜
の
『
小
道
地
経
ヒ

巻
、
支
謙
の
駆
騨
秘
要
経
』
四
巻
、
康
僧

會

の
『
坐
灘
経
』
、
竺
法
護

の
『
修
行
道
地
経
』
六
霧
、
『
般
舟

三
昧
輕
』
二
巻
、
抵
多
蜜
の
『
麗
纒
』
四
巻
が
あ

つ
疫
や
5

で
あ
る
。

(
七
)

已
上
に
於
て
支
那
佛
教
初
期

の
灘
宗
敢
學

に
關
係
あ
る
経
典
の
翻
…課
を
墨
げ
疫
の
で
あ
る
。
次
に
是
等
翻
謬
せ
ら

れ
π
経
典

の
研
究

に
至

つ
て
は
如
何
な
る
歌
態
に
あ

つ
た
か
と
云
ふ
に
、
素
よ
う
翻
課
者
自
身
が
翻
課

と
同
時
に
講

、

讃
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
が
研
究
の
盛
ん
に
な
る
に
從

つ
て
、
そ
こ
に
註
謬

を
作
釦
・
経
序
を
添

へ
る
や
う

に
な

つ
だ
も
の
で
あ
ら
う
と
思

は
れ
る
。
而
し
て
現
今
そ
の
最
も
古

い
も
の
と
云
は
れ
て
居

る
も
の
は
、
安
世
高
の

翻
課
し

た
『
安
般
守
意
纒
』
に
劉
し
て
康
檜
會
の

『
註

解
』
と
、
更

に
逡
安
の

『
註
繹
』
ε
を
加

ヘ
カ
竜
の
で
あ
ら
う
。

『
出
三
藏
記
集
』
第
六
に
載
せ
て
居

る
康
僧
會

の
『
安
般
守
意
纏
序
』
、
道
安
の
『
安
般
註
序
』
、
謝
敷
の

『
安
般
守
意
脛

序
』

に
依

つ
て
充
分
に
謹
す
る
こ
と
が
禺
來
る
。
試
み
に
遣
安

の
『
安
般
註
序
』
を
見
る
と
、

昔
漢
氏
之
末
、
有
ガ
安
世
高
者
鱒、
博
聞
稽
古
、
特
專
鷹
阿
眺
曇
一、
墨
ゴ
其
所
出
纒
一、
藤
歎
最
悉
、

此
経
其
所
課
也
、

叢
乃
趣
道
之
要
径
、
何
莫
γ由
8斯
道
・也
、
魏
初
康
會
爲
レ之
註
"義
、

義
或
隈
而
來
レ顯
者
、
安
篇
不
臨薗
量
一、

敢
因

踏

前
人
一爲
解
魯其
下
・、
庶
欲
'蚊
翻
以
助
協随
藍
"、
霧
潤
以
増
窄亘
堅
畠也
。
(『大
正
藏
輕
』第
+
五
餐
四
三
了
)
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と
云
ふ
て
居
る
。
康
僧
會
は
康
居
國
の
人
、
呉

の
赤
鳥
十
年

(皇
職
九
〇
七
)
初
め
て
建
業
に
來
釦
て
精
舎
を
建
て
た
と

云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
安
世
高
を
去
る
≧
と

一
百

一
年
の
後
と
云
は
ね
ば
な
ら

粗
。
而
し
て
此
の
康
僧
會
は
種

々
な

る
輕
典
を
翻
謬
す
る
と
共
に
、
ま
た
種

々
な
る
経
典
を
講
讃
し
註
繹
し
、
経
序
を
も
添

へ
て
居

る

や

う

に
思
ふ
。

『
出

三
藏
記
集
』
第
十
三
に
曾
傳
を
載

せ
て
居
る
が
、
そ
の
終
幽
に
も

「
叉
註
昌安
般
守
意
、
法
鏡
、
道
樹
三
経
頓、
丼

製
8維
序
顧」
と
云
ひ
、
同
第
七
に
は
『
法
鏡
経
序
』
を
載
せ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
淀
依

っ
て
も
知
る
こ
と
が
出

來
る
で
あ
ら
う
。

康
僧
會
と

殆
ん
ど
同
時
代
に
朱
士
行
と
か
支
謙
と
か
云
ふ
人
が
居
て
、
共
に
般
若
思
想
を
講
じ
疫
竜
の
で
あ
る
。

帥

ち
朱
土

行
は
支
那
沙
門
の
始
め
で
あ

つ
て
、
中
天
竺

の
曇

摩
迦
羅
が
始
め
て
來
朝
し
、
戒
律
を
洛
陽
に
布

い
た
時

そ
の
受
戒

に
依

つ
て
出
家
し
た
の
が
朱

士
行
で
あ
る
。

こ
の
朱
士
行
は
常
に
洛
陽
に
於
て
竺
佛
朔
の
『
道
行
般
若
』
を

講
じ

カ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
(註
十
一
)ま
た
支
謙
は
支
婁
迦
識

の
弟
子
の
支
亮

に
學
ぴ
、
群
籍
を
博
覧
し
て
諸
経
を
解

繹
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
伺
ほ
『
高
僧
傳
』
に
依

つ
て
見
る
と
、
支
考
龍

は

「
常
披
魯味
小
品
・・、
以
爲
昌心
要
一。
」
と

云
ひ
、
或
は
「
時
竺
叔
蘭

初
繹
翻放
光
擁
学
、
寵
既
素
樂
昌無
相
一、
・即
得
披
閲
旬
有
盤
百

、
使
就
開
講
。」
と
云
ふ
て
居

る
6

ま
た
康
僧
淵
は

「
諦
画放
光
溢
行
二
般
若
一、
帥
大
小
品
也
。」
と
云
ひ
、
或

は
「
以
篇常
持
心
梵
輕
塞
理
幽
遠
}故
、
偏
加
鵡講

読
一」
と
云
ふ
て
居
る
。
ま
泥
竺
漕
は
「
遊
昌宮
闘
一、
即
於
"御
鑓
鯛・、
開
繍講
大
品
し
と
云

ひ
、
竺
法
藍

は

「
悟
解
入
γ玄
、

尤
善
昌放
光
般
若

し
と
云
ひ
、
支
遁

は
「
遊
昌
心
暉
苑
"、
木
喰
澗
飲
、
浪
昌志
無
生

、̀
乃
註
昌安
般
四
灘
諸
経
齢。」
と
弐
ひ
、

面
抽
不
の
鍛
}學
畿
達
に
就
て
(
一
)

(
一
九
)
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輝
宗
の
教
學
褻
達
に
就
℃
(
一
)

(ご
0
)

そ
の
他
『
高
僑
傳
』
に
依

つ
て
歎

へ
來
ら
ば
非
常

に
多

い
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
こ
の
時
代

は
專
ら
般
若
思
想
を
講

説
し
π
も
の
で
、
そ
の
始
ま
り
は
康
僧
會
、
朱
士
行
の
時
代
か
ら
で
あ
ら
5
と
思
ふ
。
そ
れ

は
康
信
會

の

『
安
般
守

意
経
序
』
に
依

つ
て
謹
す
る
≧
と
が
出
來

る
。

余
生
末
躍
始
能
負
γ薪
、
考
批
姐
落
、
三
師
凋
喪
、
仰
昌膿
雲
目
"悲
無
昌質
受
一、
捲
言
顧
"之
潜
然
出
レ涕
、
宿
詐
未
レ没

會

見
昌南
陽
韓
林
頴
川
皮
業
會
稽
陳
慧
一、
此
三
賢
者
信
道
篤
密
、
執
徳
弘
正
、
丞
…
々
進
々
、
志
道
不
γ倦
云
々
(『大
正

藏
経
』
第
十
五
巻
一
六
三
丁
)

帥
ち
康
僧
會

は
漸
く
に
し
て
三
人
の
師

に
會
ふ
た
と

云
ふ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
荷
ほ
未
だ
充
分
に
明
か
な
ら
ず
と

し
て
『
註
解
』
を
作
つ
た
と

云
ふ
の
で
あ
る
。

故
に
康
僑
會
凌
で
は
大
約

一
百
年
聞
、
晦
だ
灘
経
等
を
翻
鐸
し
禿
と
云

ふ
の
み
で
、
未
だ

一
般
的
に
行
は
れ
て
居
な
か
つ
た
竜
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
康
僑
會
、
朱

士
行
、
支
謙

の
時
代
か

ら
漸
次
に
講
経
が
盛
ん
に
な
う
、
終
に
道
安
、
鳩
摩
羅
什

の
時
代
に
至

っ
て
其
の
最
後
の
磯
達
を
な
し
、

こ
＼
に
灘

観
を
修
す
る
方
面
が
高
唱
さ
れ
隆
盛
に
な
つ
π
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

(
八
)

.

道
安
は
支
那
佛
敷
吏
上
忘
れ
て
な
ら
ぬ
入
で
あ

る
。
佛
圖
謹
に
遇
ふ
て
其

の
講
を
聴
き
、
支
曇
の
『
陰
持
入
輕
』
を

講
ず
る
を
竜
聴

い
て
業
を
受
け
、
後
ち
に
太
行
恒
山
に
於
て
寺
塔
を
創
立
し
、
そ
れ
よ
ウ
徒
衆
の
集
雲
る
竜
の
籔
百

そ
の
講
維
や
實

に
盛
ん
な
も
の
で
あ
つ
尤
に
相
違
な

い
。
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安
窮
雛覧
経
典
一、
鉤
γ深
致
γ遠
、

其
所
γ詮
般
若
濫
行
密
　
安
般

諸
経
、

並
尋
γ丈
比
.句
爲
起
鑑
之
義
鱒、

乃
析
疑
甑

解
、
凡
二
十

二
巻
、
序
致
淵
富
妙
審
・深
旨
・、
條
貫
既
叙

文
理
會
通
、
脛
義
克
明
自
"安
始
也
。
燈
鰍
斑
臓
調
霧

孟

道
安
は
常
に
佛
敷
註
羅
者
の
租
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居

る
が
、
勿
論
そ
れ
巳
前
に
竜
康
信
會

の
『
安
般
註
解
』
等
が

あ

つ
禿
こ
と
は
あ

つ
π
が
、
し

か
し
宋
だ
幼
稚
な
も

の
で
、
翻
謬
そ
れ
自
ら
が
生
硬
で
、

全
禮
の
深
義
を
領
得
す

る

こ
と
が
困
難
で
あ

つ
た
爲
め
に
、
之
れ
を
講

ず
る
竜

の
も
皆
そ

の
大
意
を
叙
し
て
、
あ
と
は
韓
讃

す
る
と
云
ぶ
に
過

ぎ
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
遣
安
に
至

つ
て
は
良

く

一
経

の
発
膿
に
通
じ
、
灘
繧
に
於
て
も
、
ま
π
般
若

の
輕

典
に
於
て
竜
、
共
に
造
詣
深
く
、
良
く
講
じ
良
く
註
し
良
く
序
し
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

道
安
の
著
述
と
し
て
は
『
出
三
藏
詑
集
』
第
五
に
『
新
集
安
公
註
経
及
雑
経
志
録
』
を
載
せ
て
居

る
が
、
そ
の
註
書
と

し
て
は
十
九
部
二
十
巻
を
列
ね
て
居
る
や
う
に
思
ふ
。
そ
れ
が
殆
ん
ど
般
若
思
想
の
経
典
と
安
世
高
所
課
の
灘
経
と

に
局
ら
れ
て
居
る
や
う
で
、
先
づ
般
若
思
想
の
註
と
去

へ
ば

『
光
讃
折
中
解
』
一
巻
、
『
光
讃
抄
解
』

一
巻
、
『
般
若
折

疑
准
』

二
巻
、
『
般
若
折
疑
略
』
二
巻
、
『
般
若
起
誰
解
』
一
巻
、
『
道
行
集
異
註
ヒ

巻
等
で
あ
う
、
安
世
高
所
鐸

の
暉

経
に
封
す
る
註

と
云

へ
ば
『
小
十
二
門
註
』
一
巻
、
『
大
十
二
門
註
』
二
巻
、
『
了
本
生
死
註
』
一
雀
、
『
安
般
守
意
解
』
一

巻
.
『
陰
持
入
註
』
二
巻
等
が
主
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
π
経
序
と
し
て
は
『
出
三
藏
認
集
』
第
六
に
、
『
安
般
註
序
』

『
陰
持
入
経
序
』
『
人
本
欲
生
経
序
』
『
了
本
生
死
経
序
』
『
十
二
門
経
序
』
『
大
十

二
門
経
序
』
等
が
あ
ウ
、
同
第
七
に

『
遣

行
経
序
』
同
第
八
に
『
摩
詞
鉢
羅
若
波
羅
密
維
抄
序
』
、
同
第
九
に
『
増

一
阿
含
輕
序
』
、
同
第
十
に
『
道
地
繧
序
』
『
十

潔
家
の
敬
學
嚢
建
に
就
て
(
圏
)

(
二
一
)
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膣
宗
の
教
學
襲
建
に
就
て
(
一
)

-(
一ご
一)

方
句
義
輕
序
』
『
阿
砒
曇
序
』
『
十
四
巻
韓
婆

沙
序
』
等
が
あ
う
、
そ
の
他
「
未
詳
作
者
」
と
云

へ
る
竜
の
＼
中
に
竜
遣
安

、

の
製
作
に
な

つ
霞
も
の
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
か
く
の
如
く
有
ら
ゆ
る
竜
の
に
良
く
註
し
良
く
序
ぜ
ら
れ
控
も

の
で
、
道
安

の
如
何
に
博
學

で
あ

つ
た
か
を
知
る
に
充
分
で
あ
る
。

遣
安
の
時
代
は
非
常
に
齪
世
で
あ

つ
て
、
老
荘
の
敷
が

一
般

の
入
心
を
風
靡
し
て
居

箆
時
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
無

爲
無
欲
悟
淡
の
生
活
を
貴
し
と
し
禿
も
の
で
あ
ら
う
。
溢
安
も
素
と
英
儒

の
家
に
生
れ
、
溢
教
を
學
ん
で
居
尤
こ
と

も
あ

つ
禿
の
で
、
彼
れ
が
超
俗
脱
塵
、
惜
淡
無
爲
の
風
格
を
備

へ
、
好

ん
で
般
若
思
想
を
読
き
、
安
坐
瞑
目
、
沈
思

藤
観
を
修
ぜ
ら
れ
た
竜
の
と
思
ふ
。
『
高
僧
傳
』
に
於
て
竜
「
安
公
以
爲
、
若
及
昌面
票
囎、
不
レ異
γ見
γ聖
。
」
(『
大
正
蔵
煙
』第

五
+
餐
三

四
丁
)
と
云
ふ
て
あ
る
か
ら
、
如
何
に
遣
安
が
安
世
高
を
思
慕
し
、
そ

の
灘
経

に
註
し
箆
か
を
知
る
≧
と
が

田
來
る
。
而
し
て
彼
れ
の
思
想
を
最

竜
良
く
云
ひ
顯
は
し
た
も
の
は
、
彼
れ
の
『
安
般
註
序
』
に
、

道
之
所
γ寄
無
》往
不
'因
、
徳
之
所
γ寓
無
y往
不
γ託
、
是
故
安
般
寄
息
以
成
レ守
、
四
灘
寓
骸
以
成
7定
也
、
寄
息
故
有
弔

六
階
之
差
嚇、
寓
…骸
故
有
5嘱
級
之
別
、
一階
差
者
、
損
レ之

叉
損
γ之
、
以

至
5於
無
爲
"、
級
別
者
、
忘
γ之
而
忘
γ之
、
以

至
蹴於
無
欲
一也
、
無
爲
故
無
昌形
而
不
サ因
、
無
昌欲
故
無
事
而
不
ワ適
、
無
昌形
而
不
ワ因
、
故
能
開
γ物
、
無
綿事
而
不
ゼ適

故
能
成
γ務
、
成
ソ務
者
、
帥
萬
有
而
自
γ彼
、
開
y物
者
、
使
昌天
下
噛勲
忘
》我
、
彼
我
…隻
磯
者
、
守
干
唯
守
也
。
(『
大
正
璽

蔵
経
』
第
孟
十
孟
巻
四
二
ご
丁
)

と
云
ふ
て
あ
る
の
が
最
竜
明
瞭
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
兎
に
角
、
遣
安
は
般
若
愚
想
の
輕
典
と
灘
経
と
に
全
力
を
注
が

詑



れ
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
そ

の
他

に
竜
信
伽
提
婆

、
曇
摩
難
提
、
僧
伽
践
澄
等
の
課
経
に
審
力
せ
ら
れ
て
、
小
乗
敷

の
宣
布
に
も
功
が
あ

つ
た
の
で
、
自
ら
序
丈
も
添
ぺ
ら
れ
て
居

る
が
、
し
か
し
時
代

は
全
く
灘
歎
の
學
究
が
盛
ん
で

あ

つ
た
も
の
と
思

ふ
。
.即
ち
僑
伽
蹟
澄
の
傳
に
竜
、

「
符
堅
之
末
、
來
入
昌關
中
輸、
先
γ是
大
乗
之
典
末
γ廣
、
輝
数
之

學
甚
盛
」
(『
大
正
藏
煙
』
第
五
十
孟
巻
九
九
丁
)
と
あ
る
の
で
、

こ
の
時
代

は
顧
歎

の
學

は
如
何
に
盛
ん
で
あ

つ
た
か
を
知
る

こ
と
が
出
來
る
。

道
安
の
出
生
の
年
代

は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
(註
十
二
)そ

の
入
寂
は
晋

の
太
元
十
年

(皇
紀
一
〇
四
五
)
な
る
之
と

『
高
僧
傳
』
に
明
記
す
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。
故
に
藤
脛
の
講
讃
時
代

は
康
僧
會

よ
り
大
約

一
百
五
十
年
間
で
あ

つ
て
、

道
安
の
門
か
ら
囲
て
出
藍

の
暴
れ
あ
る
慧
逮

の
時
代
は
最
早
や
第
三
期

の
灘
敷
實
修
時
代
に
入
つ
禿
竜
の
と
云
は
な

け
れ
ば
な
ら

澱
。

註

一
、
『
開
元
羅
敏
』
録
第
十
、
『
貞
元
新
定
繹
敷
目
録
』
第
十
八

に
『
叙
列
古
今
諸
家
目
録
』
を
載
す
。
墾
照
せ
よ
。

註

二
、
深
浦
正
文
氏
薯
『
佛
敏
聖
典
概
論
』
第
九
章
第
三
節
参
照
。

註
三
、
『
出

三
藏
詔
』
集
に
は
『
大
安
般
守
意
維
』
を

一
巻
と
云
ひ
、
『
開
元
繹
敢
鎌
』
に
は
二
巻
と
な
す
。
ま
た

『
出

。

三
藏
記
集
』
に
は
『
大
遣
地
脛
』
を
二
巻
と
去
ひ
、
『
開
元
繹
敏
録
』
に
は
『
道
地
経
』
一
巻
と
な
す
。
ま

禿
『
出

三
臓
記
集
』

に
は
『
陰
持
入
経
』
一
巻
と
云
ひ
、
『
開
元
繹
敏
録
』
に
は
二
巻
と
な
す
。
共

に
同
本
な
う
。

註
四
、
『
増

一
阿
含
経
』
第

一
『
十
念
品
』
を
屡
照
せ
よ
。

縄
宗
の
毅
學
糞
蓮
に
就
て
(
一
)

(二
三
)
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薩
「宗
の
教
學
護
蓮
に
就
て
(
一
)

(
ご
四
)

註
五
、
『
大
安
般
守
意
経
』
の

『
序
丈
』
に
云
く
、
「
是
以
行
寂
、
繋
意
薯
息
歎

一
至
十
、
十
藪

不
誤
意
定
在
之
、
小

定

三
日
、
大
定
七
日
、
寂
無
他
念
、
伯
然
若
死
、
謂
之

一
灘
云
々
」
(『大
正
藏
経
』
第
+
五
巻
一
六
三
丁
)
屡
照
せ

よ
o

註
六
、
『
信
伽
羅
刹
経
』
は
漏
賓

の
渉
門
た
る
僧
伽
蹟
澄
が
、
符
秦

の
建
元
二
十
年

(皇
紀
一
〇
四
四
)
に
、
長
安

に
課

出
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
序
文
は
『
出
三
藏
記
集
』
第
十
に
載
せ
て
あ
る
が

「
未
詳
作
者
」
と
云
ム
て
あ

る
。
け
れ
ど

も
本
丈
よ
り
考

へ
て
「
遣
安
作
」
な
る
こ
と
は
明
瞭

で
、
荷
ほ
『
出
三
藏
記
集
』
第
十
の

『
俗
伽

羅
刹
集
経
後
記
』

等
屡
照
す
べ
し
。

註
七
、
常
盤
博
士
の
『
國
課
二

切
経
』
本
縁
部
第
九
二
六
四
了
に
委
し
ぐ
僧
伽
羅
刹
の
思
想
を
読
く
。

註

八
、
佐
藤
泰
舜
氏
の
『
國
鐸

一
切
纏
』
経
集
部
第
四

七
了
屡
照
せ
よ
。

註
九
、
五
停
心
観

の
中
、
多
貧
に
甥
す
る
不
澤
観
、
多
瞑

に
劉
す
る
慈
悲
観
、
多
散
に
劃
す

る
歎
息
観
は
、
諸
経

論
み
な

一
致
す
る
も
、
著
我
と
愚
療

に
封
す

る
観
法
は
異
読
あ
6
て

一
定
せ
ず
。
『
校
本
四
敷
儀
集
註
』
巻

三

三
丁

註
十
、
望
月
博

士
の
読
『
佛
書
研
究
』
第
三
十
四
號
、
第
三
+
五
號
屡
照
。

註
十

一
、
『
出
三
藏
記
集
』
第
十
三
朱
士
行
傳

に
云
く
、
「
士
行
常
於
洛
陽
講
小
品
、
往
往
不
通
、
毎
歎
此
経
大
乗

之
要
、
而
課
理
不
蓋
、
誓
志
椙
…身
遠
迎
大
品
云
云
』
(『大
正
藏
経
』第
五
+
五
巻
七
九
丁
)
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註
十

二
、
遣
安

の
入
寂

は
『
出

三
藏
記
集
』
に
「
建
元
二
十

一
年
二
月
八
日
」
と
云

ひ
、
『
高
僧
傳
』
に
は

「
太
元
十
年

二
月
八
日
」
と
云
ふ
。

こ
れ
前
者
は
秦
の
年
號
、
後
者
は
晋

の
年
號
に
て
云
ふ
。
共
に
同
年
と
知
る
べ
し
。

而
し
て
『
高
僑
傳
』
の
宋
、
元
、
明
等

の
『
大
藏
経
』
に
に
入
寂

の
歳
を
記
さ
ず
、
不
明
な
れ
ど
、
『
大
正
藏

経
』
に
は
「
年
七
十
二
」
と
云
ふ
。

こ
れ
よ
ウ
推
算
す
れ
ば
、
出
生
の
年
代
は
、

晋
の
建
興
ご
年

(皇
紀
九
七

四
)
に
當

る
か
。

盟

輝
凶
離
の
教
學
嚢
達

に
就

て
(
一
)

(
二
五
)



藤
塞
の
敦
藁
畿
蓮
に
就
て
(
一
)

(
ご
六
)

撫


